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「兵庫・憲法県政の会」検索！ 【部内資料】 

の
り(

憲)
 

 

の
り(

法)
 
 

 
 
 

コ
ラ
ム 

 

兵
商
連
青
年
部
協
議
会
の
仲
間
た

ち
と
共
に
、
４
月
27

日
深
夜
発
〜

29
日
早
朝
帰
神
の
日
程
で
、
福
島
原

発
警
戒
区
域
を
訪
れ
ま
し
た
。
被
災

地
支
援
の
思
い
を
込
め
て
福
島
県
浪

江
町
に
桜
の
木
を
届
け
る
と
と
も

に
、
被
災
地
の
今
を
視
察
す
る
た
め

に
。
桜
の
木
は
、
青
年
部
員
た
ち
が

被
災
地
支
援
の
物
産
展
で
カ
ン
パ
を

呼
び
か
け
購
入
し
た
も
の
で
、
物
産

展
で
の
収
益
も
被
災
地
支
援
募
金
と

し
て
送
金
し
ま
し
た
。 

 

受
け
入
れ
先
の
福
島
県
相
双
民
商

で
は
、
警
戒
区
域
の
浪
江
町
に
あ
る

会
長
宅
に
桜
の
木
を
植
え
る
た
め
、

立
ち
入
り
許
可
を
取
っ
て
く
れ
て
い

ま
し
た
。
み
ん
な
で
協
力
し
て
植
え

た
後
は
、
浪
江
町
の
状
況
を
見
て
回

る
こ
と
に
。 

横
転
し
た
車
、
横
た
わ
る
船
、
折

れ
た
電
柱
、
ガ
レ
キ
に
廃
墟
と
ま
る

で
２
年
前
か
ら
時
が
止
ま
っ
た
か
の

よ
う
な
光
景
に
言
葉
を
失
い
ま
し

た
。
福
島
原
発
一
号
機
建
屋
が
う
っ

す
ら
と
望
め
る
海
岸
に
立
ち
、
脱
原

発
・
被
災
地
復
興
へ
の
想
い
を
一
層

強
く
し
ま
し
た
。 

 

参
加
し
た
業
者
青
年
か
ら
は
「
貴

重
な
体
験
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
こ

れ
を
見
た
ら
頑
張
る
し
か
な
い
」

「
原
発
の
せ
い
で
震
災
の
後
処
理
が

す
す
ん
で
い
な
い
。
原
発
は
早
く
な

く
さ
な
い
と
い
け
な
い
」
な
ど
感
想

が
語
ら
れ
ま
し
た
。
桜
の
木
の
成
長

と
被
災
地
の
状
況
を
見
る
た
め
に
来

年
も
再
来
年
も
訪
れ
る
こ
と
を
約
束

し
ま
し
た
。
（
Ｋ
） 

 

「
兵
庫
・
憲
法
県

政
の
会
」
は
４
月
26

日
、
神
戸
文
化
ホ
ー

ル

で
つ

ど
い
を
開

き
、
県
内
各
地
か
ら

１

４
０

０
人
が
参

加
。
７
月
の
県
知
事

選
挙
の
勝
利
に
む
け

て
決
意
を
固
め
あ
い

ま
し
た
。 

 

「
つ
ど
い
」
は
、
県
政

へ
の
要
求
ア
ピ
ー
ル
で
舞

台
と
参
加
者
が
一
体
に
。 

 

「
子
ど
も
の
医
療
費
無

料
化
、
子
育
て
支
援
充
実

の
県
政
に
」
（
新
日
本
婦

人
の
会
）
。 

 

「
国
民
皆
保
険
を
守

り
、
地
域
医
療
を
充
実
す

る
知
事
の
誕
生
を
」
（
民

医
連
、
保
険
医
協
会
）
。 

 

「
自
立
、
自
助
で
国
や

自
治
体
の
責
任
を
放
棄
す

る
政
治
の
転
換
を
兵
庫
か

ら
」
（
年
金
者
組
合
）
。 

 

関
電
神
戸
行
動
か
ら
か

け
つ
け
た
青
年
は
、
会
場

と
「
原
発
い
ら
な
い
、
再

稼
働
反
対
」
コ
ー
ル
。 

 
ま
た
、
借
上
住
宅
協
議

会
会
長
の
安
田
秋
成
さ
ん

が
「
震
災
の
教
訓
が
大
事

と
い
い
な
が
ら
、
な
ぜ
、

借
り
上
げ
住
宅
か
ら
被
災

者
を
追
い
出
す
の
か
。
住

宅
を
移
転
せ
よ
と
い
う
の

は
、
高
齢
者
に
早
く
死
ね

と
い
う
こ
と
と
同
じ
。
希

望
者
全
員
の
継
続
入
居

へ
、
人
に
や
さ
し
い
知
事

を
誕
生
さ
せ
よ
う
」
と
力
説
し
ま
し

た
。 

 

横
断
幕
や
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
を
持
っ

た
百
数
十
人
が
待
つ
中
、
知
事
候
補

の
田
中
耕
太
郎
さ
ん
が
大
声
援
と
拍

手
で
登
場
し
ま
し
た
。 

 

田
中
さ
ん
は
「
県
民
の
利
益
を
守

り
、
国
の
ま
ち
が
っ
た
政
治
に
も
影

響
を
与
え
る
た
た
か
い
と
な
る
よ
う

全
力
を
つ
く
す
」
と
決
意
を
表
明
。 

 

 

消
費
税
増
税
ノ
ー
、
原
発
再
稼
働

反
対
の
発
信
、
高
校
通
学
区
拡
大
や

こ
ど
も
病
院
の
移
転
の
中
止
、
被
災

者
へ
の
公
的
支
援
の
拡
充
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
、
農
林
漁
業

の
振
興
、
福
祉
と
子
育
て
支
援
の
充

実
な
ど
を
訴
え
ま
し
た
。 

 

最
後
に
、
「
憲
法
が
輝
く
県
政
を

め
ざ
す
私
た
ち
こ
そ
、
憲
法
の
守
り

手
で
も
あ
る
こ
と
を
訴
え
、
勝
利
を

め
ざ
そ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。 

 

医
師
の
武
村
義
人
代
表
幹
事
、
弁

護
士
の
松
山
秀
樹
代
表
幹
事
が
「
憲

法
が
く
ら
し
に
生
き
る
兵
庫
」
を
呼

び
か
け
、
日
本
共
産
党
の
金
田
峰
生

さ
ん
、
兵
商
連
会
長
の
磯
谷
吉
夫
さ

ん
、
兵
庫
労
連
議
長
の
津
川
知
久
さ

ん
も
訴
え
ま
し
た
。 

 

最
後
に
、
石
川
康
宏
代
表
幹
事

が
、
５
月

26

日
の
全
県
オ
レ
ン

ジ
・
ア
ピ
ー
ル
デ
ー
の
と
り
く
み
な

ど
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

といっしょに 

 

寄
せ
ら
れ
た
一
言
メ
ッ
セ
ー
ジ 

○
88
歳
の
安
田
さ
ん
か
ら
ゼ
ロ
こ
ね
っ

と
の
若
者
ま
で
が
一
つ
と
な
っ
た
、
す

て
き
な
集
会
。 

○
県
政
変
え
よ
う
！

コ
ー
タ
ロ
ー
と
変
え
よ
う
！ 

○
兵
庫
県

民
で
よ
か
っ
た
と
言
え
る
兵
庫
県
に
す

る
た
め
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。 

○
県

民
に
幸
せ
運
ぶ
オ
レ
ン
ジ
の
風
を
吹
か

せ
ま
し
ょ
う
。 

○
憲
法
が
暮
ら
し
の

中
に
輝
く
豊
か
な
社
会
づ
く
り
の
た
め

全
力
を
あ
げ
よ
う
！
！ 



「
丹
波
の
会
」
総
会
、
選
挙
本

番
へ
活
動
を
具
体
化 

 
 

４
月
27
日
、
「
憲
法
県
政
丹
波
の
会
」

の
再
開
総
会
が
開
催
さ
れ
、
30
余
名
が
参

加
ま
し
た
。
最
初
に
、
中
西
代
表
幹
事
が

「
あ
す
４
月
28
日
は
、
沖
縄
に
と
っ
て
屈

辱
の
日
。
憲
法
を
暮
ら
し
に
生
か
す
県
政

を
実
現
し
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。
次

に
、
西
脇
事
務
局
次
長
か
ら
経
過
報
告
、

規
約
改
正
提
案
、
当
面
の
行
動
提
起
が
あ

り
、
全
員
の
拍
手
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
民
商
、
年
金
者
組
合
、
革
新
懇
の

各
代
表
か
ら
決
意
表
明
も
。 

 

２
部
の
記
念
講
演
で
は
、
「
兵
庫
・
憲

法
県
政
の
会
」
事
務
局
の
森
勇
治
さ
ん
が

「
大
企
業
本
位
の
県
政
か
ら
県
民
本
位
の

県
政
に
」
と
題
し
て
講
演
し
ま
し
た
。 

 

最
後
に
、
憲
法
県
政
実
現
コ
ー
ル
を
唱

和
し
再
開
総
会
を
終
え
ま
し
た
。
田
中
耕

太
郎
さ
ん
を
県
知
事
に
決
意
が
あ
ふ
れ
た

総
会
に
な
り
ま
し
た
。 

 

「
明
石
の
会
」
総
会
に
65
人 

「
明
石
の
会
」
は
４
月
13
日
、
総
会
を

開
催
し
65
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

「
『
ウ
ィ
ー
ラ
ブ
兵
庫
⑥
』
の
普
及
と

学
習
の
つ
ど
い
を
無
数
に
」
な
ど
の
行
動

提
起
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
参
加
団

体
、
個
人
を
増
や
す
こ
と
と
、
そ
の
た
め

に
事
務
局
の
強
化
も
行
い
ま
し
た
。 

討
論
で
は
、
「
今
日
の
淡
路
地
震
で
、

改
め
て
県
立
こ
ど
も
病
院
の
ポ
ー
ト
ア
イ

ラ
ン
ド
移
転
は
危
険
だ
と
明
ら
か
に
な
っ

た
」
、
「
県
知
事
が
本
部
長
の
『
債
権
回

 「変えよう！兵庫県政」 第１３号 ２０１３年５月８日（２） 

「人にやさしい兵庫」の実現へ 

県内一斉オレンジ・アピールデー 

「もっと被災者に寄り添う兵庫県

政を」‐淡路島を訪問して‐  
代表幹事 田中耕太郎 

４月２８日、淡路島の地震

被害の確認に行きました。 

 最初に、５月オープンの県立

淡路医療センターへ。塀から１

０数メートル先が海で、北側は

０６年の台風で氾濫しそうに

なった洲本川。災害対応の立地

とはとても思えません。建物周

辺の浸水防止壁の亀裂は補修済

みでしたが、写真で確認しまし

た。知事の「耐震テストでき

た」発言には唖然とします。 

 次に、瓦崩落など被害が大きい地域に行きました。地元の人にお話

をお聞きしたり、市職員が損壊家屋の調査をしているところにも遭

遇。「危険」や「注意」の赤や黄色の張り紙のある家屋が並ぶ路地を

通ると１８年前の阪神・淡路大震災が思い起こされました。 

 続いて訪れた淡路市防災あんしんセンターも海岸に近いところで、

隣の広い空き地は「兵庫県企業立地課・分譲中」の看板も見えます。

その駐車場の一部に長さ３０メートルぐらい液状化で水と砂が噴出し

たところがあります。この土地は兵庫県が埋め立て事業を行い、淡路

市が買い取って行政拠点にしていますが、１１年の台風による洪水被

害時もまわりの道路が冠水し、役割を果たせませんでした。 

 民商会員でもある西浦の民宿をたずねると、「市役所の人は、自宅

は見ても、客室・浴室などの民宿のほうは見もしない」と不安顔。 

 浴室はタイルがはがれ、かなりの補修工事が必要です。この民宿

は、９５年の大震災時にも大きな被害を受け、その借入金も残ってい

ます。ＧＷは予約客で一杯だったのに全部キャンセルせざるを得ませ

んでした。 

 「水道がこわれ、宿泊客も断っている」

「地震保険も５％しか出ない」と、悔しさと

ともに、再開への強い気持ちが伝わってきま

した。兵庫県はやっと一部損壊で５万円の見

舞金を出すとしましたが、もっと被災者に寄

り添う政治が必要だと痛感しました。 

  

収
』
機
構
は

冷
た
い
県
政

の
象
徴
だ
」

な
ど
の
意
見

が
相
次
ぎ
ま

し
た
。 

総
会
後
、

兵
庫
労
連
の

津
川
議
長
が

講
演
を
行

い
、
維
新
の

会
の
動
き
、

井
戸
知
事
の

発
言
も
紹
介

し
な
が
ら
、

人
に
や
さ
し
い
、
憲
法
が
暮
ら
し
に
い
か

す
県
政
へ
の
転
換
を
よ
び
か
け
ま
し
た
。 

今
す
ぐ 

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
登
録 

ツ
イ
ッ
タ
ー
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
に 

駅で、商店街で、スーパー前で 

リーフレットを配り 

「人にやさしい兵庫」をアピールし 

のぼり、プラスターをかかげ、 

宣伝カーも走らせ、 

全県で「オレンジの風」を吹かせよう 


